
勉
強
面
で
…

●
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
簡
単
な
単

語
の
つ
づ
り
が
覚
え
ら
れ
な
い

・
文
字
の
形
の
特
徴
に
気
付
け
る

よ
う
大
き
く
書
い
た
り
、カ
ー
ド

を
使
っ
た
り
し
て
覚
え
さ
せ
る

●
計
算
が
苦
手

・
そ
ろ
ば
ん
を
使
い
、繰
り
上（
下
）

が
り
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

・
九
九
の
表
を
掲
示
す
る

生
活
の
中
で･･･

●
話
が
と
ん
で
し
ま
う

・
紙
に
話
す
こ
と
を
書
き
、話
が
ず

れ
た
ら
紙
を
見
せ
た
り
指
で
押
さ

え
た
り
し
て
、話
に
注
目
さ
せ
る

●
忘
れ
物
が
多
い

・
教
科
書
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
置
き

場
を
決
め
る
。ハ
ン
カ
チ
な
ど
も
近

く
に
置
き
、準
備
し
や
す
く
す
る

●
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

・
遊
具
を
使
い「
よ
じ
の
ぼ
る
」「
ぶ

ら
下
が
る
」「
跳
ぶ
」な
ど
、
体
を

使
う
よ
う
に
す
る

　

子
ど
も
に
自
信
を
持
た
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に「
×
」を
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
一
緒
に
や
っ
て
、
で

き
た
ら
花
丸
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
支
援

　子どもはみんな勉強をわかりたいと思っていま

すが、わからないと嫌いになってしまいます。大人

も同じです。仕事ができるから仕事が好きになる

し、できなければ嫌になる。わからない・できない

からやる気が起きないのです。大切なのはできる

ようになる方法を見つけることです。

　私の専門は障がいがある子どもの理解と支援の

研究です。研究を続けてわかったことは、障がい

は子どもになく、大人(周り)にあるということ。例

えば、読み書きや計算などが苦手な障がいとして

学習障がい(LD)があります。LDがある子どもたち

は、努力してもなかなか読み書きや計算などが上

手にできるようにはなりません。でも、原因は本人

の努力不足ではありません。周りの大人(教師や

親など)が特性を理解せず、これまで通りの効果

のない教え方をするからうまくいかないのです。

　大人は一生懸命子どもに教えれば教えるほど、

身につかなさの原因を子どもに求めがちです。本

当は教え方が悪いのです。だから障がいは大人に

あるのです。特性に合った教え方だと、LDがある

子どもたちでも苦手が改善できます。だからこそ

子どもの苦手を放置したり、やる気のせいにしたり

してはいけないのです。

　子どもは、大人から教わってできることが増え

る経験をすることが大切です。それが大人を信頼

し、努力する力を育みます。子どもがやる気を出さ

ず大人に反抗するのは、大人の教え方が子どもに

合っていないからです。大人を怒らせたい子ども

はいません。子どもは大人が喜んでくれることに

命を懸けられる存在です。その子どもが大人を怒

らせるとしたら、大人の方に問題があるのです。

　これは会社（仕事）も同じで、よい上司に反抗し

たり悪口を言ったりする人はいません。よい上司は

部下にできる仕事を与え、確実に仕事を成功させ

る指示や支援を行える人です。一方、ダメな上司

は部下にできない仕事を与え、失敗を部下や運の

せいにする人です。私たち大人は、部下である子

どもに分かる勉強という仕事を与える上司である

必要があります。そしてよい部下を育て、いつかは

「管理職(社会を支える大人)」を育てたいもので

す。そのためにも親と教師が協力し、子どもにわか

る勉強、できた経験をさせてあげたいものですね。

「うちの子、忘れ物が多いのよね」
「算数がすごく苦手みたい･･･」
子育てをしていると気になること、
戸惑うことがたくさん出てきます。
成長の仕方は十人十色。
その子に合った育ちを一緒に考えませんか。
まずは、町内学校での支援を紹介します。

子育ての困り事
★特別支援教育

通
級
指
導
教
室
は
、
言
葉
の

遅
れ
や
学
習
・
対
人
関
係
に
つ

ま
ず
き
が
あ
る
子
ど
も
に
支
援

を
行
う
教
室
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、

決
め
ら
れ
た
時
間
に
個
別
指
導

を
受
け
る
た
め
に
通
級
し
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
要
望
を
聞
き
、担
任
の

先
生
た
ち
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

一
人
一
人
に
応
じ
た
方
法
で
困

っ
て
い
る
部
分
を
改
善
・
克
服

す
る
勉
強
を
行
い
ま
す
。

町
内
で
は
岡
田
小
学
校
、
松
前

小
学
校
、
松
前
中
学
校
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
在
籍
校
に
こ
の
教
室

が
な
い
場
合
は
、
他
校
の
教
室
に

通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
級
指
導
教
室

１１１特
別
支
援
教
育
の
よ
り
専
門

的
な
知
識
や
経
験
が
あ
る
特
別

支
援
学
校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
要
請
を
受
け
た
学
校
へ
訪
問

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
様

子
を
見
た
り
、
保
護
者
や
教
師
の

話
を
聞
い
た
り
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
。

近
隣
に
は
松
山
聾
学
校
、
み
な

ら
特
別
支
援
学
校
、
し
げ
の
ぶ
特

別
支
援
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
機
関
を
活

用
し
、
町
内
で
も
細
や
か
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
の
活
用

２２２

ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
生
活
に
な

じ
み
に
く
い
子
ど
も
が
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
支
援
員
は
授
業
に

集
中
で
き
な
い
子
へ
の
声
掛
け

や
、先
生
の
話
を
聞
き
逃
し
て
し

ま
う
子
へ
の
個
別
説
明
な
ど
を
し

学
校
生
活
支
援
員
の
役
割

３３３

【
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
】

　

小
学
校
で
は
、保
護
者
と
相
談

し
て
、一
人
一
人
の
支
援
の
手
立
て

と
し
て「
個
別
の
指
導
計
画
」を

作
成
し
ま
す
。計
画
に
は
指
導
目

標
や
指
導
の
手
立
て
な
ど
を
記

入
。
保
護
者
の
了
解
を
も
ら
い
、

中
学
校
へ
送
付
、
説
明
を
し
て
、

中
学
校
で
の
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

就
学
や
進
学
な
ど
、新
し
い
環

境
で
も
子
ど
も
た
ち
が
活
動
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
、各
機
関
が
連

携
を
し
て
い
ま
す
。

【
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
】

　

小
学
校
へ
引
き
継
ぎ
を
希
望
す

る
と
き
は
、入
学
後
の
学
校
生
活

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
先
生
と
就
学

支
援
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。

町
内
の
連
携

４４４

▼

就
学
支
援
シ
ー
ト

愛媛大学教育学部

吉松靖文 准教授

大人の責任で
わかる子・できる子を
育てましょう
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